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これまでの50年（第2期）

歳
定
年
制
導
入
、相
次
ぐ
人
員
削
減
。い
わ
き
市

も
ま
た「
ま
ち
」そ
の
も
の
の
元
気
を
失
い
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
、常
磐
炭
礦
も
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。従
業
員
の
再
雇
用

先
の
確
保
と
同
社
の
新
た
な
収
入
源
の
確
保
、そ

し
て
い
わ
き
市
に
お
け
る
新
た
な
観
光
産
業
の

確
立
と
振
興
を
目
指
し
て
、昭
和
三
十
九
年
に
は

常
磐
湯
本
温
泉
観
光
株
式
会
社（
現
在
の
常
磐

興
産
株
式
会
社
）を
設
立
し
、い
わ
き
市
誕
生
の

年
で
あ
る
昭
和
四
十
一
年
、湯
本
温
泉
の
温
泉
を

活
用
し
た
リ
ゾ
ー
ト

施
設「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア

ン
セ
ン
タ
ー
」を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、本
業
で
あ

る
採
炭
事
業
は
、時
代

の
大
波
の
中
で
再
興

は
叶
わ
ず
、昭
和
四
十

六
年
一
月
、松
の
内
も
明
け
ぬ
新
年
早
々
、常
磐

炭
礦
は
、つ
い
に
磐
城
礦
業
所
の
閉
山
を
発
表
し

た
。「
ヤ
マ
の
ま
ち
・
い
わ
き
」、地
域
の
顔
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
炭
坑
が
消
え
る
。い
わ
き
市
に
衝

撃
が
走
っ
た
。

　
市
当
局
は
直
ち
に「
常
磐
炭
礦
対
策
本
部
」を

設
置
。市
議
会
も
ま
た
一
月
臨
時
会
を
招
集
し

「
産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会
」を
設
置
。こ
の
大

き
な
問
題
に
対
し
て
の
善
後
策
を
模
索
、検
討

し
始
め
た
。さ
ら
に
福
島
県
も「
常
磐
炭
礦
閉
山

対
策
本
部
」を
設
け
、市
と
連
携
・
協
力
を
図
っ

た
。ま
さ
に「
オ
ー
ル
福
島
」の
体
制
が
敷
か
れ

た
格
好
と
な
っ
た
。

　
最
大
の
課
題
は
、五
〇
〇
〇
人
に
も
及
ぶ
離
職

者
の
救
済
措
置
で
あ
っ
た
。市
と
議
会
は
協
働
し

て
、地
元
企
業
に
対
し
離
職
者
の
雇
用
に
協
力
を

求
め
た
。同
時
に
市
域
へ
の
企
業
誘
致
を
図
り
、

労
働
力
の
地
元
定
着
の
た
め
に
最
大
限
の
努
力

を
払
っ
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
五

月
臨
時
会
で
、市
長
か

ら
離
職
者
対
策
の
結

果
に
つ
い
て
、「
四
月

二
十
九
日
の
閉
山
に

伴
う
離
職
者
三
九
〇

〇
名
の
地
元
定
着
を
図
る
た
め
、地
元
既
存
企
業

四
五
〇
〇
社
に
対
し
雇
用
要
請
を
実
施
し
た
。結

果
、一
二
四
社
、四
八
五
名
の
雇
用
情
報
を
得
た
。

続
く
第
二
次
と
し
て
、各
部
長
及
び
関
係
支
所
長

を
中
心
と
す
る
一
四
七
社
に
対
す
る
雇
用
要
請
の

結
果
、三
二
社
、二
八
八
名
の
雇
用
情
報
を
得
た
。

続
く
第
三
次
と
し
て
、各
支
所
、商
工
会
議
所
、

商
工
会
の
三
者
連
携
の
も
と
に
地
元
商
工
業
者

に
対
し
雇
用
要
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、五
月
二
十
日
現
在
、一
四
〇
七
名
の
就
職
が

決
定
し
た
。」と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
一
方
、常
磐
湯
本
温
泉
観
光
株
式
会
社
が
開

設
し
た「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
」は
、首

都
圏
を
初
め
東
北
地
方
一
円
か
ら
観
光
客
を
集

め
て
盛
業
と
な
り
、平
成
二
年
に
は
オ
ー
プ
ン
二

五
周
年
を
記
念
し
て「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
」と
改
称
。平
成
十
八
年
に
は
、閉
山
前
後

の
い
わ
き
市
を
舞
台
と
し
た
映
画『
フ
ラ
ガ
ー

ル
』が
大
ヒ
ッ
ト
し
、翌
年
の
入
場
者
数
が
一
六

〇
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、ま
す
ま
す
人
気
を

集
め
て
い
る
。

　
常
磐
地
方
の
発
展
を
支
え
て
き
た
常
磐
炭

礦
。双
葉
郡
富
岡
町
か
ら
い
わ
き
市
の
平
野
部

を
経
由
し
、茨
城
県
日
立
市
付
近
ま
で
、南
北
約

九
五
㎞
、東
西
五
〜
二
五
㎞
の
規
模
で
続
く
石

炭
層
で
あ
る
。

　
石
炭
層
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、安
政
三（
一
八
五

六
）年
。翌
年
、湯
長
谷
藩
が
採
掘
を
許
可
し
、明

治
十
七（
一
八
八
四
）年
に
は
磐
城
炭
礦
株
式
会
社

が
設
立
さ
れ
、本
格
的
な
採
掘
が
開
始
さ
れ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
は
首
都
・
東
京
に
最

も
近
い
炭
田
と
し
て
発
展
し
、昭
和
十
九
年
、磐

城
炭
礦
と
入
山
採
炭

株
式
会
社
が
合
併
し

て
常
磐
炭
礦
株
式
会

社
が
誕
生
。終
戦
後
の

昭
和
二
十
一
年
、国
が

「
傾
斜
生
産
方
式
」を

打
ち
出
し
た
こ
と
に

よ
り
、国
内
の
石
炭
は

大
幅
に
増
産
さ
れ
、市

内
の
石
炭
産
業
は
活

気
づ
い
た
。

　
昭
和
二
十
六
年
に
は
、年
間
石
炭
産
出
量
一
万

ｔ
以
上
の
炭
鉱
は
常
磐
炭
田
で
六
二
を
数
え
、大

小
合
わ
せ
て
約
一
三
〇
の
炭
鉱
が
稼
働
す
る
な

ど
最
盛
期
を
迎
え
た
。朝
鮮
動
乱
の
特
需
も
あ

り
、石
炭
価
格
も
高
騰
。石
炭
は「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」

と
も
て
は
や
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、そ
の
後
は
安
価
な
輸
入
石
炭
の
増
加

に
よ
る
価
格
の
低
下
、液
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
革
命
な
ど
が
あ
り
、石
炭
産
業
は
次
第
に
衰

退
し
、昭
和
三
十
年
ご
ろ
に
は
石
炭
と
石
油
の
比

率
が
七
八
対
二
二
だ
っ
た
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
量
比
率
も
、三
七
年
に
は
四
八
対
五
二
と
逆
転

す
る
。首
都
の
復
興
と
戦
後
の
経
済
成
長
を
下

支
え
し
て
き
た
炭
鉱
は
斜
陽
へ
と
向
か
う
。

　
九
州
の
三
池
炭
鉱
で「
三
池
争
議
」が
起
き
た

昭
和
三
十
四
年
に
は
、常
磐
炭
礦
で
も
合
理
化

策
が
検
討
さ
れ
始
め
た
。昭
和
三
十
八
年
の
五
二

常
磐
炭
礦
の
閉
山

1
い
わ
き
市
議
会
史

昭
和
43
年
10
月
〜
昭
和
47
年
9
月

第       期2

ヤ
マ
の
ま
ち
の
終
焉
と

い
わ
き
市
の
未
来
地
図
の
創
造

　昭
和
四
十
四
年
、ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
が
月
面
に
着
陸
。人
類
は
、初
め
て
地
球
以
外
の
天

体
に
一
歩
を
記
し
た
。翌
年
に
は
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、進
歩
や
未
来
と
い
う
言
葉
に
誰

も
が
胸
を
躍
ら
せ
た
。

　い
わ
き
市
で
は
、昭
和
四
十
六
年
、地
域
産
業
の
基
盤
で
あ
っ
た
常
磐
炭
礦
が
閉
山
し
た
。市
と
議

会
は
五
〇
〇
〇
人
も
の
離
職
者
の
雇
用
確
保
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
交
し
、地
元
企

業
へ
の
雇
用
協
力
、企
業
誘
致
の
積
極
化
な
ど
に
全
市
を
挙
げ
て
対
応
。「
ヤ
マ
の
ま
ち
」か
ら「
工
業

と
観
光
の
ま
ち
」へ
と
未
来
地
図
を
描
き
始
め
た
。

　昭
和
四
十
七
年
、第
二
回
目
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
一
三
選
挙
区
か
ら
一
二
選
挙
区
へ
と
変
わ
る
。

常磐炭礦西部礦における最後の採炭・お神酒

常磐ハワイアンセンター当時のフラガールとバンド

温泉神社上から見る常磐湯本市街と常磐炭礦磐城礦業所

常磐炭礦磐城礦業所閉山のニュース

常磐ハワイアンセンター
（現スパリゾートハワイアンズ）
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、昭
和
三
十
年
ご
ろ
に
は
石
炭
と
石
油
の
比

率
が
七
八
対
二
二
だ
っ
た
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
量
比
率
も
、三
七
年
に
は
四
八
対
五
二
と
逆
転

す
る
。首
都
の
復
興
と
戦
後
の
経
済
成
長
を
下

支
え
し
て
き
た
炭
鉱
は
斜
陽
へ
と
向
か
う
。

　
九
州
の
三
池
炭
鉱
で「
三
池
争
議
」が
起
き
た

昭
和
三
十
四
年
に
は
、常
磐
炭
礦
で
も
合
理
化

策
が
検
討
さ
れ
始
め
た
。昭
和
三
十
八
年
の
五
二

常
磐
炭
礦
の
閉
山

1
い
わ
き
市
議
会
史

昭
和
43
年
10
月
〜
昭
和
47
年
9
月

第       期2

ヤ
マ
の
ま
ち
の
終
焉
と

い
わ
き
市
の
未
来
地
図
の
創
造

　昭
和
四
十
四
年
、ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
が
月
面
に
着
陸
。人
類
は
、初
め
て
地
球
以
外
の
天

体
に
一
歩
を
記
し
た
。翌
年
に
は
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、進
歩
や
未
来
と
い
う
言
葉
に
誰

も
が
胸
を
躍
ら
せ
た
。

　い
わ
き
市
で
は
、昭
和
四
十
六
年
、地
域
産
業
の
基
盤
で
あ
っ
た
常
磐
炭
礦
が
閉
山
し
た
。市
と
議

会
は
五
〇
〇
〇
人
も
の
離
職
者
の
雇
用
確
保
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
交
し
、地
元
企

業
へ
の
雇
用
協
力
、企
業
誘
致
の
積
極
化
な
ど
に
全
市
を
挙
げ
て
対
応
。「
ヤ
マ
の
ま
ち
」か
ら「
工
業

と
観
光
の
ま
ち
」へ
と
未
来
地
図
を
描
き
始
め
た
。

　昭
和
四
十
七
年
、第
二
回
目
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
一
三
選
挙
区
か
ら
一
二
選
挙
区
へ
と
変
わ
る
。

常磐炭礦西部礦における最後の採炭・お神酒

常磐ハワイアンセンター当時のフラガールとバンド

温泉神社上から見る常磐湯本市街と常磐炭礦磐城礦業所

常磐炭礦磐城礦業所閉山のニュース

常磐ハワイアンセンター
（現スパリゾートハワイアンズ）
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これまでの50年（第2期）

る
採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
同
委
員
長
は「
本
特
別
委
員
会
は
昨
年
十
月

の
設
置
以
来
、各
方
面
へ
の
促
進
運
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、情
勢
は
き
わ
め
て
容
易
で
な

い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、

今
後
も
各
主
要
道
路
の
建
設
促
進
方
に
つ
い
て

は
、さ
ら
に
強
力
に
関
係
各
方
面
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。」と

付
け
加
え
た
。

　
常
磐
バ
イ
パ
ス
は
そ
の
後
、昭
和
四
十
七
年
十

二
月
に
勿
来
町
四
沢
〜
佐
糠
間
三
・
七
㎞
が
一
部

開
通
し
、国
道
六
号
渋
滞
の
最
大
の
障
害
と
言

わ
れ
た
植
田
町
の
渋
滞
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
幾
度
か
の
部
分
開
通
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、平
成
十
二
年
三
月
二
十
八
日
、勿
来
町
四

沢
か
ら
平
下
神
谷
ま
で
の
全
長
二
七
・
七
㎞
が

全
線
開
通
し
た
。

　
名
称
を
一
時「
交
通
対
策
特
別
委
員
会
」と
変

え
な
が
ら
、交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
の
た
め

継
続
さ
れ
て
き
た
同
特
別
委
員
会
も
、主
な
目
的

を
達
成
し
、同
年
九
月
三
十
日
で
廃
止
と
な
る
。

　
常
磐
バ
イ
パ
ス
で
は
引
き
続
き
四
車
線
化
拡

幅
工
事
や
交
差
点
の
立
体
化
工
事
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。平
成
十
一
年
か
ら
は
愛
称
を「
い

わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
」と
さ
れ
、信
号
機

も
少
な
く
走
り
や
す
い
快
適
な
道
路
は
、市
民

は
も
と
よ
り
県
内
外
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
好
評

で
あ
る
。

　
現
在
は
勿
来
町
四
沢
交
差
点
以
南
を
勿
来
バ

イ
パ
ス
と
し
て
事
業
に
着
手
し
て
い
る
が
、さ
ら

な
る
バ
イ
パ
ス
の
南
伸
に
つ
い
て
は
、本
市
の
交

通
体
系
整
備
や
関
東
方
面
と
の
広
域
的
な
交
流

や
連
携
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、引
き
続
き
本
市
、北
茨
城
市
、高
萩
市
の

常
磐
三
市
の
市
長
及
び
議
長
に
よ
り
、国
土
交

通
省
を
初
め
と
す
る
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
九
年
に
は
、合
併
に
よ
っ
て
い
わ
き

市
と
な
る
旧
一
四
市
町
村
が「
新
産
業
都
市
」に

指
定
さ
れ
て
い
た
。「
新
産
業
都
市
」の
幹
線
道

路
と
し
て
、ま
た
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
の
国
道

六
号
の
迂
回
路
と
な
る「
常
磐
バ
イ
パ
ス
」建
設

の
計
画
が
、喫
緊
の
課
題
と
し
て
昭
和
三
十
九
年

に
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
い
わ
き
市
内
に
お
け
る
昭
和
四
十
年
の
登
録

自
動
車
台
数
は
一
万
七
〇
〇
〇
台
だ
っ
た
が
、五

年
後
に
は
四
万
三
〇
〇
〇
台
と
、実
に
二
・
五
倍

に
増
え
て
い
た
。市
内
の
幹
線
道
路
と
い
う
べ

き
国
道
六
号
の
通
過
車
両
も
昭
和
四
十
年
に
は

一
日
一
万
七
〇
〇
〇
台
で
あ
っ
た
も
の
が
、昭
和

四
十
五
年
に
は
三
万
一
〇
〇
〇
台
に
も
上
っ
て

い
た
。

　
こ
う
な
る
と
、生
じ
て
く
る
の
は
道
路
の
渋

滞
、騒
音
、排
気
ガ
ス
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。

中
で
も
渋
滞
問
題
は
国
道
六
号
に
お
い
て
顕
著

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、新
市
が
並
行
し
て
進
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
と
相
照
ら
し
て
の
路
線
決
定
、

用
地
の
取
得
、そ
し
て
予
算
規
模
が
膨
大
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、な
か
な
か
着
工
さ
れ
な
か
っ
た

が
、よ
う
や
く
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
八
日
、

待
望
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、昭
和
四
十
六
年
一
月
臨
時
会
で
は「
主

要
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
は
、当
地
方
経
済
圏

の
確
立
と
交
通
対
策
上
不
可
欠
の
緊
急
事
に
か

ん
が
み
、常
磐
自
動
車
道
な
ど
下
記
五
線
の
整

備
促
進
を
図
り
当
地
方
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

の
調
査
並
び
に
請
願
の
審
査
を
行
う
事
。」を
目

的
と
す
る「
主
要
幹
線
道
路
促
進
特
別
委
員
会
」

が
議
会
に
設
置
さ
れ
た
。五
路
線
と
は

１
　

常
磐
自
動
車
道（
埼
玉
県
三
郷
町
〜
い
わ
き

市
平
）

２
　

国
道
六
号
線
バ
イ
パ
ス（
勿
来
町
四
沢
〜
鹿

島
町
船
戸
、鹿
島
町
船
戸
〜
国
道
六
号
線

接
点
）

３
　

国
道
四
九
号
線
バ
イ
パ
ス（
好
間
地
区
〜
内

郷
御
厩
町
〜
平
上
荒
川
）

４
　

都
市
計
画
街
路
内
郷
駅
平
線（
内
郷
駅
〜
小

島
町
〜
平
谷
川
瀬
）

５
　

県
道
平
・
磐
城
線（
平
〜
磐
城
）

で
あ
る
。

　
議
員
改
選
が
行
わ
れ
た
直
後
の
昭
和
四
十
七

年
十
月
臨
時
会
で
も
同
委
員
会
は
再
度
設
置
さ

れ
、さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
八
月
定
例
会
に
お
い

て
、常
磐
バ
イ
パ
ス
の
起
点
で
あ
る
勿
来
町
四
沢

地
内
か
ら
北
茨
城
市
ま
で
路
線
を
延
長
し
て
ほ

し
い
と
の
請
願
を
同
委
員
会
で
審
査
し
、採
択
す

べ
き
と
の
委
員
長
報
告
を
行
い
、本
会
議
に
お
け

国
道
六
号
常
磐
バ
イ
パ
ス

の
建
設

2

国道6号常磐バイパス説明会

建設中の国道6号常磐バイパス鮫川大橋

国道6号常磐バイパス全線開通記念モニュメント除幕式

国道6号常磐バイパス（佐糠町-泉町下川間）開通式で行われた鼓笛パレード

国道6号常磐バイパス（自由ケ丘-下荒川間）および鹿島街道の合同開通式
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これまでの50年（第2期）

る
採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
同
委
員
長
は「
本
特
別
委
員
会
は
昨
年
十
月

の
設
置
以
来
、各
方
面
へ
の
促
進
運
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、情
勢
は
き
わ
め
て
容
易
で
な

い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、

今
後
も
各
主
要
道
路
の
建
設
促
進
方
に
つ
い
て

は
、さ
ら
に
強
力
に
関
係
各
方
面
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。」と

付
け
加
え
た
。

　
常
磐
バ
イ
パ
ス
は
そ
の
後
、昭
和
四
十
七
年
十

二
月
に
勿
来
町
四
沢
〜
佐
糠
間
三
・
七
㎞
が
一
部

開
通
し
、国
道
六
号
渋
滞
の
最
大
の
障
害
と
言

わ
れ
た
植
田
町
の
渋
滞
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
幾
度
か
の
部
分
開
通
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、平
成
十
二
年
三
月
二
十
八
日
、勿
来
町
四

沢
か
ら
平
下
神
谷
ま
で
の
全
長
二
七
・
七
㎞
が

全
線
開
通
し
た
。

　
名
称
を
一
時「
交
通
対
策
特
別
委
員
会
」と
変

え
な
が
ら
、交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
の
た
め

継
続
さ
れ
て
き
た
同
特
別
委
員
会
も
、主
な
目
的

を
達
成
し
、同
年
九
月
三
十
日
で
廃
止
と
な
る
。

　
常
磐
バ
イ
パ
ス
で
は
引
き
続
き
四
車
線
化
拡

幅
工
事
や
交
差
点
の
立
体
化
工
事
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。平
成
十
一
年
か
ら
は
愛
称
を「
い

わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
」と
さ
れ
、信
号
機

も
少
な
く
走
り
や
す
い
快
適
な
道
路
は
、市
民

は
も
と
よ
り
県
内
外
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
好
評

で
あ
る
。

　
現
在
は
勿
来
町
四
沢
交
差
点
以
南
を
勿
来
バ

イ
パ
ス
と
し
て
事
業
に
着
手
し
て
い
る
が
、さ
ら

な
る
バ
イ
パ
ス
の
南
伸
に
つ
い
て
は
、本
市
の
交

通
体
系
整
備
や
関
東
方
面
と
の
広
域
的
な
交
流

や
連
携
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、引
き
続
き
本
市
、北
茨
城
市
、高
萩
市
の

常
磐
三
市
の
市
長
及
び
議
長
に
よ
り
、国
土
交

通
省
を
初
め
と
す
る
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
九
年
に
は
、合
併
に
よ
っ
て
い
わ
き

市
と
な
る
旧
一
四
市
町
村
が「
新
産
業
都
市
」に

指
定
さ
れ
て
い
た
。「
新
産
業
都
市
」の
幹
線
道

路
と
し
て
、ま
た
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
の
国
道

六
号
の
迂
回
路
と
な
る「
常
磐
バ
イ
パ
ス
」建
設

の
計
画
が
、喫
緊
の
課
題
と
し
て
昭
和
三
十
九
年

に
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
い
わ
き
市
内
に
お
け
る
昭
和
四
十
年
の
登
録

自
動
車
台
数
は
一
万
七
〇
〇
〇
台
だ
っ
た
が
、五

年
後
に
は
四
万
三
〇
〇
〇
台
と
、実
に
二
・
五
倍

に
増
え
て
い
た
。市
内
の
幹
線
道
路
と
い
う
べ

き
国
道
六
号
の
通
過
車
両
も
昭
和
四
十
年
に
は

一
日
一
万
七
〇
〇
〇
台
で
あ
っ
た
も
の
が
、昭
和

四
十
五
年
に
は
三
万
一
〇
〇
〇
台
に
も
上
っ
て

い
た
。

　
こ
う
な
る
と
、生
じ
て
く
る
の
は
道
路
の
渋

滞
、騒
音
、排
気
ガ
ス
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。

中
で
も
渋
滞
問
題
は
国
道
六
号
に
お
い
て
顕
著

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、新
市
が
並
行
し
て
進
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
と
相
照
ら
し
て
の
路
線
決
定
、

用
地
の
取
得
、そ
し
て
予
算
規
模
が
膨
大
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、な
か
な
か
着
工
さ
れ
な
か
っ
た

が
、よ
う
や
く
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
八
日
、

待
望
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、昭
和
四
十
六
年
一
月
臨
時
会
で
は「
主

要
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
は
、当
地
方
経
済
圏

の
確
立
と
交
通
対
策
上
不
可
欠
の
緊
急
事
に
か

ん
が
み
、常
磐
自
動
車
道
な
ど
下
記
五
線
の
整

備
促
進
を
図
り
当
地
方
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

の
調
査
並
び
に
請
願
の
審
査
を
行
う
事
。」を
目

的
と
す
る「
主
要
幹
線
道
路
促
進
特
別
委
員
会
」

が
議
会
に
設
置
さ
れ
た
。五
路
線
と
は

１
　

常
磐
自
動
車
道（
埼
玉
県
三
郷
町
〜
い
わ
き

市
平
）

２
　

国
道
六
号
線
バ
イ
パ
ス（
勿
来
町
四
沢
〜
鹿

島
町
船
戸
、鹿
島
町
船
戸
〜
国
道
六
号
線

接
点
）

３
　

国
道
四
九
号
線
バ
イ
パ
ス（
好
間
地
区
〜
内

郷
御
厩
町
〜
平
上
荒
川
）

４
　

都
市
計
画
街
路
内
郷
駅
平
線（
内
郷
駅
〜
小

島
町
〜
平
谷
川
瀬
）

５
　

県
道
平
・
磐
城
線（
平
〜
磐
城
）

で
あ
る
。

　
議
員
改
選
が
行
わ
れ
た
直
後
の
昭
和
四
十
七

年
十
月
臨
時
会
で
も
同
委
員
会
は
再
度
設
置
さ

れ
、さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
八
月
定
例
会
に
お
い

て
、常
磐
バ
イ
パ
ス
の
起
点
で
あ
る
勿
来
町
四
沢

地
内
か
ら
北
茨
城
市
ま
で
路
線
を
延
長
し
て
ほ

し
い
と
の
請
願
を
同
委
員
会
で
審
査
し
、採
択
す

べ
き
と
の
委
員
長
報
告
を
行
い
、本
会
議
に
お
け

国
道
六
号
常
磐
バ
イ
パ
ス

の
建
設

2

国道6号常磐バイパス説明会

建設中の国道6号常磐バイパス鮫川大橋

国道6号常磐バイパス全線開通記念モニュメント除幕式

国道6号常磐バイパス（佐糠町-泉町下川間）開通式で行われた鼓笛パレード

国道6号常磐バイパス（自由ケ丘-下荒川間）および鹿島街道の合同開通式
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②
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
に
よ
る
都
市
機

能
の
充
実

③
　

恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
た
自
然
産
業
の
育
成

④
　

工
業
の
振
興
と
流
通
情
報
産
業
へ
の
展
開

⑤
　

住
民
福
祉
の
積
極
的
推
進

　
同
定
例
会
に
お
い
て「
本
構
想
の
実
現
に
あ

た
っ
て
は
、構
想
を
は
る
か
に
上
回
る
実
現
に
向

か
っ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
な
す
べ
き
。」と
し
て

見
解
を
質
さ
れ
た
市
長
は
、「
単
な
る
ビ
ジ
ョ
ン

に
終
わ
る
こ
と
な
く
、必
ず
実
現
さ
せ
る
と
い
う

意
欲
を
も
っ
て
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

の
総
合
開
発
基
本
構
想
を
完
全
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、財
政
的
な
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。国

や
県
に
対
し
て
、こ
れ
を
積
極
的
に
実
現
す
る
た

め
に
努
力
し
て
も
ら
う
べ
く
働
き
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。ま
た
、民
間
企
業
の
参
画
も
必
要

で
あ
り
、な
お
そ
れ
よ
り
も
市
民
が
基
本
構
想
実

現
の
た
め
に
相
互
協
力
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、本
構
想
を
市
民
と
話
し
合
い
、認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。」と
答
弁
し
た
。

　「
第
一
次
い
わ
き
市
総
合
開
発
計
画
」の
基
本

構
想
は
、定
例
会
最
終
日
の
三
月
十
九
日
に
賛

成
多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、目
標

年
次
で
あ
る
昭
和
六
十
年
ま
で
の
一
五
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
市
民
に
示
さ
れ
た
。

　
い
わ
き
市
は
、昭
和
四
十
一
年
の
合
併
後
か
ら

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
三
七
年
半
も
の
間
、

「
日
本
一
広
い
市
」で
あ
り
続
け
た
。面
積
約
一
二

二
八
㎢（
合
併
当
時
）と
い
う
大
き
さ
は
神
奈
川

県
の
約
半
分
に
相
当
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
広
大
な
市
域
面
積
の
中
に
は
、多

く
の
〝
資
源
〞
が
あ
る
。目
の
前
に
は
海
が
広
が

り
、浜
や
磯
や
港
湾
が
あ
る
。振
り
返
れ
ば
山
が

連
な
り
、清
流
が
流
れ
る
森
、水
田
や
畑
や
草
原
、

温
泉
、そ
し
て
街
が
あ
り
、人
が
い
る
。

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、さ
ら
に
人
的
パ
ワ
ー

が
溢
れ
る
い
わ
き
市
。こ
の
ま
ち
の
力
を
集
め
、

魅
力
を
磨
き
、未
来
へ
と
続
い
て
い
く「
ま
ち
づ

く
り
」を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
い
わ
き
市
の
あ
る
べ
き
未
来
像
の
基
本
的
な

構
想
を
編
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、い
わ
き
市
発

足
以
来
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。

　
市
と
し
て
の
初
期
の
大
き
な
取
り
組
み
は
、

ま
ず
長
期
財
政
計
画
に
基
づ
く
赤
字
解
消
で

あ
っ
た
。

　
合
併
後
の
財
政
経
過
措
置
期
間（
昭
和
四
十
一

年
十
月
〜
四
十
四
年
三
月
）を
経
て
、市
の
財
政

運
営
は
一
本
化
さ
れ
た
。し
か
し
、大
合
併
と
広

大
な
市
域
の
誕
生
に
よ
り
財
政
運
営
は
厳
し
く
、

こ
の
間
は
新
規
事
業
へ
の
着
手
を
極
力
抑
制
し

た
ほ
か
、交
付
税
な
ど
収
入
面
で
の
増
額
、競
輪

事
業
の
収
入
増
大
な
ど
に
よ
り
財
政
の
改
善
と

基
盤
強
化
に
努
め
る
な
ど
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、合
併
後
も
残
さ
れ
て
い
た
地
域
ご
と

の
感
情
的
な
温
度
差
、風
土
や
歴
史
伝
統
の
差

違
な
ど
も
年
ご
と
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

行
政
組
織
の
支
所
や
出
張
所
を
存
続
し
、公
共

施
設
の
建
設
に
つ
い
て
も
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
勘

案
し
な
が
ら
進
め
る
な
ど
、統
廃
合
を
急
が
な

か
っ
た
。

　
市
政
運
営
の
土
台
と
い
う
べ
き
財
政
基
盤
の

安
定
を
確
立
さ
せ
た
あ
と
、次
に
取
り
か
か
る
べ

き
こ
と
は
、「
こ
の
ま
ち
を
ど
う
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
の
か
」と
い
う
未
来
へ
の
指
針
と
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
を
定
め
た「
総
合
開
発
計
画
」の
策
定

で
あ
っ
た
。

　
総
合
開
発
計
画
と
は
、地
方
自
治
法
に
お
い

て
、地
方
自
治
体
ご
と
に
策
定
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
た
長
期
計
画
で
あ
る
。一
般
に「
基
本

構
想
」、「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」の
三
つ
か

ら
な
る
。

　
な
お
、基
本
構
想
決
定
に
際
し
て
は
、議
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
定
例
会
で
市
長
は
、

市
が
策
定
を
進
め
て
い
る「
い
わ
き
市
総
合
開
発

基
本
構
想
」に
つ
い
て
、「
現
在
部
局
内
部
で
、い

わ
き
市
総
合
開
発
計
画
策
定
委
員
会
の
審
議
を

終
え
、さ
ら
に
庁
議
に
お
い
て
試
案
を
ま
と
め
て

い
る
。近
く
、い
わ
き
市
総
合
開
発
審
議
会
に
諮

り
、本
年
度
中
に
は
そ
の
答
申
に
基
づ
い
た
計
画

構
想
を
市
議
会
に
諮
り
た
い
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
本
市
議
会
か
ら
も「
い
わ
き
市
総
合
開
発
審

議
会
」に
、正
副
議
長
を
初
め
一
二
人
の
議
員
が

参
画
し
、市
の
将
来
像
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を

交
換
し
合
っ
た
。

　
同
審
議
会
の
答
申
は
、昭
和
四
十
六
年
三
月

定
例
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
。

　
答
申
に
掲
げ
ら
れ
た
、い
わ
き
市
の
未
来
像
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　〔
市
民
生
活
の
目
標
〕

「
明
る
く
、住
み
よ
い
、豊
か
な
都
市
」い
わ
き
市

を
建
設
す
る
。

・
市
民
の
す
べ
て
が
、快
適
で
安
全
な
近
代
的
都

市
生
活
が
す
ご
せ
る
明
る
く
、美
し
い
都
市

・
教
育
文
化
施
設
で
生
活
環
境
を
整
え
て
、住
民

福
祉
の
向
上
を
図
り
人
間
性
回
復
へ
の
努
力

に
支
え
ら
れ
た
住
み
よ
い
文
化
都
市

・
釣
り
合
い
の
と
れ
た
開
発
を
促
進
し
、市
民
所

得
の
増
大
を
図
り
、豊
か
で
働
き
や
す
い
都
市

　〔
い
わ
き
市
の
発
展
の
方
向
〕

　
多
角
的
総
合
都
市
と
し
て
、海
・
山
に
開
か
れ

た
未
来
の
産
業
で
、観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

教
育
文
化
都
市
を
建
設
す
る
。

①
　

交
通
、通
信
網
を
整
備
し
て
距
離
感
を
な
く
す

第一次
い
わ
き
市
総
合
開

発
計
画
の
策
定

3

第一次いわき市総合開発計画書

【
現
在
ま
で
の
総
合
計
画
】

い
わ
き
市
総
合
開
発
計
画

•
策
定
年
月
／
昭
和
四
十
六
年
三
月

•
目
標
年
次
／
昭
和
六
十
年

•
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　「
明
る
く
　
住
み
よ
い
　
豊
か
な
　
い
わ
き
市
」

い
わ
き
市
総
合
計
画

•
策
定
年
月
／
昭
和
五
十
三
年
六
月

•
目
標
年
次
／
昭
和
六
十
五
年

•
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　「
明
る
く
　
住
み
よ
い
　
豊
か
な
　
い
わ
き
市
」

第
3
次
い
わ
き
市
総
合
計
画

•
策
定
年
月
／
昭
和
六
十
年
三
月

•
目
標
年
次
／
昭
和
七
十
年

•
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　
―
明
る
く
　
住
み
よ
い
　
豊
か
な

　
　
い
わ
き
市
を
目
指
し
て

　「
緑
と
活
力
に
満
ち
た
広
域
産
業
文
化
都
市
」

第
4
次
い
わ
き
市
総
合
計
画

•
策
定
年
月
／
平
成
四
年
十
二
月

•
目
標
年
次
／
平
成
十
三
年

•
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　「
人
　
ま
ち
　
自
然
が
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
都
市
」

新
・
い
わ
き
市
総
合
計
画

「
ふ
る
さ
と
・
い
わ
き
21
プ
ラ
ン
」

•
策
定
年
月
／
平
成
十
二
年
十
二
月

•
目
標
年
次
／
平
成
三
十
二
年

•
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　「
創
り
た
い
　
ゆ
た
か
な
明
日
、

　
　
　
　
　
　
伝
え
た
い
　
誇
れ
る
い
わ
き
」
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②
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
に
よ
る
都
市
機

能
の
充
実

③
　

恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
た
自
然
産
業
の
育
成

④
　

工
業
の
振
興
と
流
通
情
報
産
業
へ
の
展
開

⑤
　

住
民
福
祉
の
積
極
的
推
進

　
同
定
例
会
に
お
い
て「
本
構
想
の
実
現
に
あ

た
っ
て
は
、構
想
を
は
る
か
に
上
回
る
実
現
に
向

か
っ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
な
す
べ
き
。」と
し
て

見
解
を
質
さ
れ
た
市
長
は
、「
単
な
る
ビ
ジ
ョ
ン

に
終
わ
る
こ
と
な
く
、必
ず
実
現
さ
せ
る
と
い
う

意
欲
を
も
っ
て
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

の
総
合
開
発
基
本
構
想
を
完
全
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、財
政
的
な
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。国

や
県
に
対
し
て
、こ
れ
を
積
極
的
に
実
現
す
る
た

め
に
努
力
し
て
も
ら
う
べ
く
働
き
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。ま
た
、民
間
企
業
の
参
画
も
必
要

で
あ
り
、な
お
そ
れ
よ
り
も
市
民
が
基
本
構
想
実

現
の
た
め
に
相
互
協
力
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、本
構
想
を
市
民
と
話
し
合
い
、認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。」と
答
弁
し
た
。

　「
第
一
次
い
わ
き
市
総
合
開
発
計
画
」の
基
本

構
想
は
、定
例
会
最
終
日
の
三
月
十
九
日
に
賛

成
多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、目
標

年
次
で
あ
る
昭
和
六
十
年
ま
で
の
一
五
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
市
民
に
示
さ
れ
た
。

　
い
わ
き
市
は
、昭
和
四
十
一
年
の
合
併
後
か
ら

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
三
七
年
半
も
の
間
、

「
日
本
一
広
い
市
」で
あ
り
続
け
た
。面
積
約
一
二

二
八
㎢（
合
併
当
時
）と
い
う
大
き
さ
は
神
奈
川

県
の
約
半
分
に
相
当
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
広
大
な
市
域
面
積
の
中
に
は
、多

く
の
〝
資
源
〞
が
あ
る
。目
の
前
に
は
海
が
広
が

り
、浜
や
磯
や
港
湾
が
あ
る
。振
り
返
れ
ば
山
が

連
な
り
、清
流
が
流
れ
る
森
、水
田
や
畑
や
草
原
、

温
泉
、そ
し
て
街
が
あ
り
、人
が
い
る
。

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、さ
ら
に
人
的
パ
ワ
ー

が
溢
れ
る
い
わ
き
市
。こ
の
ま
ち
の
力
を
集
め
、

魅
力
を
磨
き
、未
来
へ
と
続
い
て
い
く「
ま
ち
づ

く
り
」を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
い
わ
き
市
の
あ
る
べ
き
未
来
像
の
基
本
的
な

構
想
を
編
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、い
わ
き
市
発

足
以
来
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。

　
市
と
し
て
の
初
期
の
大
き
な
取
り
組
み
は
、

ま
ず
長
期
財
政
計
画
に
基
づ
く
赤
字
解
消
で

あ
っ
た
。

　
合
併
後
の
財
政
経
過
措
置
期
間（
昭
和
四
十
一

年
十
月
〜
四
十
四
年
三
月
）を
経
て
、市
の
財
政

運
営
は
一
本
化
さ
れ
た
。し
か
し
、大
合
併
と
広

大
な
市
域
の
誕
生
に
よ
り
財
政
運
営
は
厳
し
く
、

こ
の
間
は
新
規
事
業
へ
の
着
手
を
極
力
抑
制
し

た
ほ
か
、交
付
税
な
ど
収
入
面
で
の
増
額
、競
輪

事
業
の
収
入
増
大
な
ど
に
よ
り
財
政
の
改
善
と

基
盤
強
化
に
努
め
る
な
ど
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、合
併
後
も
残
さ
れ
て
い
た
地
域
ご
と

の
感
情
的
な
温
度
差
、風
土
や
歴
史
伝
統
の
差

違
な
ど
も
年
ご
と
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

行
政
組
織
の
支
所
や
出
張
所
を
存
続
し
、公
共

施
設
の
建
設
に
つ
い
て
も
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
勘

案
し
な
が
ら
進
め
る
な
ど
、統
廃
合
を
急
が
な

か
っ
た
。

　
市
政
運
営
の
土
台
と
い
う
べ
き
財
政
基
盤
の

安
定
を
確
立
さ
せ
た
あ
と
、次
に
取
り
か
か
る
べ

き
こ
と
は
、「
こ
の
ま
ち
を
ど
う
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
の
か
」と
い
う
未
来
へ
の
指
針
と
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
を
定
め
た「
総
合
開
発
計
画
」の
策
定

で
あ
っ
た
。

　
総
合
開
発
計
画
と
は
、地
方
自
治
法
に
お
い

て
、地
方
自
治
体
ご
と
に
策
定
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
た
長
期
計
画
で
あ
る
。一
般
に「
基
本

構
想
」、「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」の
三
つ
か

ら
な
る
。

　
な
お
、基
本
構
想
決
定
に
際
し
て
は
、議
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
定
例
会
で
市
長
は
、

市
が
策
定
を
進
め
て
い
る「
い
わ
き
市
総
合
開
発

基
本
構
想
」に
つ
い
て
、「
現
在
部
局
内
部
で
、い

わ
き
市
総
合
開
発
計
画
策
定
委
員
会
の
審
議
を

終
え
、さ
ら
に
庁
議
に
お
い
て
試
案
を
ま
と
め
て

い
る
。近
く
、い
わ
き
市
総
合
開
発
審
議
会
に
諮

り
、本
年
度
中
に
は
そ
の
答
申
に
基
づ
い
た
計
画

構
想
を
市
議
会
に
諮
り
た
い
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
本
市
議
会
か
ら
も「
い
わ
き
市
総
合
開
発
審

議
会
」に
、正
副
議
長
を
初
め
一
二
人
の
議
員
が

参
画
し
、市
の
将
来
像
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を

交
換
し
合
っ
た
。

　
同
審
議
会
の
答
申
は
、昭
和
四
十
六
年
三
月

定
例
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
。

　
答
申
に
掲
げ
ら
れ
た
、い
わ
き
市
の
未
来
像
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　〔
市
民
生
活
の
目
標
〕

「
明
る
く
、住
み
よ
い
、豊
か
な
都
市
」い
わ
き
市

を
建
設
す
る
。

・
市
民
の
す
べ
て
が
、快
適
で
安
全
な
近
代
的
都

市
生
活
が
す
ご
せ
る
明
る
く
、美
し
い
都
市

・
教
育
文
化
施
設
で
生
活
環
境
を
整
え
て
、住
民

福
祉
の
向
上
を
図
り
人
間
性
回
復
へ
の
努
力

に
支
え
ら
れ
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住
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よ
い
文
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都
市

・
釣
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合
い
の
と
れ
た
開
発
を
促
進
し
、市
民
所
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の
増
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図
り
、豊
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で
働
き
や
す
い
都
市

　〔
い
わ
き
市
の
発
展
の
方
向
〕

　
多
角
的
総
合
都
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光
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。

①
　

交
通
、通
信
網
を
整
備
し
て
距
離
感
を
な
く
す

第一次
い
わ
き
市
総
合
開

発
計
画
の
策
定

3

第一次いわき市総合開発計画書

【
現
在
ま
で
の
総
合
計
画
】

い
わ
き
市
総
合
開
発
計
画

•
策
定
年
月
／
昭
和
四
十
六
年
三
月

•
目
標
年
次
／
昭
和
六
十
年

•
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　「
明
る
く
　
住
み
よ
い
　
豊
か
な
　
い
わ
き
市
」

い
わ
き
市
総
合
計
画

•
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五
十
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六
月

•
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五
年

•
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
／

　「
明
る
く
　
住
み
よ
い
　
豊
か
な
　
い
わ
き
市
」

第
3
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き
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計
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／
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／

　
―
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住
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い
わ
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て
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」
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画
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／
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市
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計
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／
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／
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　一
四
市
町
村
に
よ
る
大
同
合
併
で
誕
生
し
た

い
わ
き
市
の
誕
生
直
後
の
市
議
会
は
、議
員
数
が

三
三
三
人
も
の
大
所
帯
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
期
で

触
れ
た
。「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
」に
あ
る「
新
た
に
設
置
さ
れ
た
合
併
市
町
村

に
あ
っ
て
は
、市
町
村
の
合
併
後
二
年
を
超
え
な

い
範
囲
で
、引
き
続
き
議
員
と
し
て
在
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。」と
の
規
定
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　合
併
後
の
暫
定
議
会
は
昭
和
四
十
三
年
九
月

で
全
議
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
。そ
し
て
地
方

自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
議
員
定
数
の
も
と
で
選

挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、こ
れ
が
本
市
議
会

に
お
け
る
初
め
て
の
選
挙
と
な
っ
た
。こ
の
と
き
、

旧
一
四
市
町
村
の
か
つ
て
の
行
政
区
を
そ
の
ま
ま

選
挙
区
に
当
て
は
め
る
小
選
挙
区
に
す
る
の
か
、

ま
た
は
市
域
全
体
を
一
つ
と
す
る
大
選
挙
区
に
す

る
か
を
巡
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。結
果
と
し

て
小
選
挙
区
と
な
っ
た
が
、こ
こ
で
も
う
一
つ
の

問
題
が
発
生
し
た
こ
と
も
前
期
で
触
れ
て
い
る
。

　繰
り
返
し
に
な
る
が
、こ
の
と
き
の
問
題
と
い

う
の
は
、市
議
会
議
員
を
選
出
す
る
の
に
必
要
な

有
権
者
数
に
満
た
な
い
大
久
地
区
を
、隣
接
す
る

久
之
浜
地
区
と
選
挙
区
を
統
合
し
て
一
三
選
挙

区
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。住
民
か
ら
の

反
発
も
あ
っ
た
が
、議
会
は
現
地
で
説
明
を
行

い
、有
権
者
た
ち
の
了
承
を
得
て
、昭
和
四
十
三

年
九
月
、本
市
議
会
第
二
期
の
選
挙
は
、議
員
定

数
四
八
名
、一
三
選
挙
区
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　そ
し
て
昭
和
四
十
六
年
九
月
定
例
会
に
お
い

て
、翌
四
十
七
年
に
行
う
市
議
会
議
員
選
挙
は

一
二
選
挙
区
で
行
う
べ
き
と
の
議
会
案
が
提
出

さ
れ
た
。

　「い
わ
き
市
議
会
の
議
員
の
選
挙
区
を
設
け
、

及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」

は「
合
併
後
の
い
わ
き
市
政
の
推
移
を
静
か
に
顧

み
る
と
き
、各
地
域
の
行
政
水
準
は
高
ま
り
、地

域
格
差
は
次
第
に
解
消
し
て
い
る
が
、全
面
的
に

は
い
ま
一
歩
の
感
が
あ
る
。将
来
大
選
挙
区
制
を

と
る
こ
と
は
理
想
だ
が
、次
の
一
般
選
挙
よ
り
こ

れ
に
よ
る
こ
と
は
、時
期
は
い
ま
だ
早
し
と
考
え

る
。」と
の
理
由
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。

　投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、「
旧
小
川
町
と
旧

川
前
村
の
区
域
を
一
選
挙
区
と
し
、全
体
で
一
二

選
挙
区
を
設
け
、議
員
の
数
は
人
口
に
比
例
し
て

割
り
出
さ
れ
た
数
と
す
る
。」と
い
う
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
た
。

　選
挙
区
の
新
し
い
区
割
り
は
昭
和
四
十
五
年

十
月
一
日
の
国
勢
調
査
を
根
拠
と
し
て
い
る
。こ

れ
に
よ
り
、昭
和
四
十
七
年
九
月
の
本
市
議
会

議
員
選
挙
は
、議
員
定
数
は
四
八
名
の
ま
ま
で
、

旧
小
川
町
と
旧
川
前
村
の
区
域
を
一
つ
と
し
、全

一
二
選
挙
区
で
行
わ
れ
た
。

選
挙
区
の
減
数

（
一
三
選
挙
区
か
ら

一
二
選
挙
区
へ
）

4

【12選挙区】
•　第1選挙区（平地区）＝定数10人

•　第2選挙区（磐城地区）＝定数10人

•　第3選挙区（勿来地区）＝定数7人

•　第4選挙区（常磐地区）＝定数5人

•　第5選挙区（内郷地区）＝定数5人

•　第6選挙区（四倉地区）＝定数3人

•　第7選挙区（遠野地区）＝定数1人

•　第8選挙区（小川・川前地区）＝定数2人

•　第9選挙区（好間地区）＝定数2人

•　第10選挙区（三和地区）＝定数1人

•　第11選挙区（田人地区）＝定数1人

•　第12選挙区（久之浜・大久地区）＝定数1人

川前
小川

久之浜
大久

四倉
三和

平
好間

内郷

常磐

磐城

勿来

田人

遠野

議員48人での初議会

議員48人での初議会
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